
すれ
ば 、
こ
の
大きな

経済プロ

ッ
ク
も
また 、
保
護
主
義
的

に
変

わ
ら
ざ
る

を
えな
い
だ
ろ
う
。

私
個
人

は、
E
C
委
員会
のコ

ミッ
ショ
ナ
ー

と
し
て
も
競
争
政

策
を
担
当し
てい
た

し、
自
由
貿

易
を支
持し
てい
る

。
保
護
主
義

傾
向
が
強
ま
る
こ

と
に
は反
対

だ
。た

だ 、
現
在 、
世
界

経済が

危
険な
環
境
下に
置か
れ
てい
る

4
－4
m
m
 

〆
4盟国，
凋J
K

／
aB
簸
f

／
4島
車

，
凪
駄
が
ウル
グ
ア
イ
・

勘
加
M
ラ
ウン

ド
は、

国園田
開制
TS

・
i
－一
「幽
料
出
特

に
民
業
問
題

で
困

難な
状
況

に
ある
が 、
ウル

グ
ア
イ・
ラ
ウン

ド
停
滞の
貨
任

は、
民
業
問
題

に
関する
欧
州や

日
本
の
行
動
だ
け

に
あ
る
の
で

は

な
い

。段
業
問
題
だ
け
でな
く 、

スーパ
ー

三
O一
条とい
っ
た
世

界の
自由

貿易
を
損な
う
法
規制

を
作るな
ど
の
米

国の
行
動

に
も

円昌弘r・
。

日は・R迫
ふム

二
国
間
関
係に
つ
い
て
も
大き

(KPS) 

な
危
険
が
あ

る
。ニ

国
間
主

義
は世
界
の

貿

易シ
ス
テ
ムに

対
し
て
非
常

に

大きな
脅威

に

な
る

。
欧
州

経

済ブロ
ッ
ク
が

保
護
主
義化

を

避
け
ら
れ
る
か

ど
うか

は、
ウ

ル
グ
ア
イ・
ラ

ーフォ
リ
ア
（
幸
福感）
が
支
配

的にな
っ
てい
る

。しか
し、
問

題や
緊
張がな
くな
っ
た
わ
け
で

はな
い

。欧
州や
日
本の
民
業
改

革に
は依然と
し
て
困

難が
存
在

し
てい
る
が 、
こ
れ
ら
が
多

国間

貿易シス
テム

を
崩地
さ
せ
るこ

と
を
防が
ね
ばな
らな
い

。

保
護主
義が
現れ
る
の

は、
品川

気が
悪
くな
っ
た

とき
だ

。い
ま

まで 、
E
C
の
市
場
統
合へ
の
歩

み
が
順
調
だっ
た
大きな
理
由
の

ひ
とつ
は、
世
界の
品川
気が
堅
調

だっ
たこ

と
だ

。
今後リ
セッ
シ

ョ
ン
が
くれ
ばベ
保
護主
義

は起

こ
り
ゃ
す
くな
る

。

日
本
企
業
は
現
地
化
不
足

保
護主
義

を
防
ぐた
め

に
は、

グロ
ーバ

ル
な
相
互

依存
体制が

大
切だ

。日
本
企
業の
欧
州へ
の

投
資

は、
欧
州
企
業の
日
本へ
の

投
資の一
七
倍に
上
っ
てい
る

。

積
極
的で

はな
い
欧
州
企
業

に
も

責
任

はある
が 、
非
常

に
危
険な

状態だ
。

欧
州
企
業の
対日
投
資を
促
進

する
措
世が
必
要で
ある

と
同
時

に、
欧
州で
活
動する
日
本
企
業

は、
現
地
企
業と
の
合
弁
や
業
務

提
携 、
欧
州
人
管
理
職の
採
用
増

加 、
R
＆
D
（
研
究
開
発）
や
下

請
け・
部
品調
達の
現地
化
の
推

進 、
地
域
社
会と
の
融
合

に
努
力

する、
な
どで
欧
州

経済と
さ
ら

に
連
携

を
強め
る
必
袈が
ある

。

1
9
9
2
年

を
恐れな
い
で
ほ

しい
。こ

れ
はチャ
ン
スで
ある

。

しか
し、
そ
のた
め

に
は欧
州

経

済へ
の
「
リ
アル・
イン
ポル
プ

メ
ン
ト（

其の
参加こ
が
必
要な

ので
ある。

（談）
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多
様
かJ
つ
不
安
定
な
ア
ジ
ア

「
共
通
の
家」
作
り
に
貢
献
を

中
嶋
嶺
雄

週明l東洋経済

東京外国舘大学教疫

アジ
ア
諸

国
は、
欧
州

と
違っ

て、
歴
史
的
伝
統
も
文
化
も
非
常

に
多様だ

。ま
だ 、
中
園 、
北
朝

鮮 、
ベ
ト

ナム
の
よ
うな
社
会主

－圃唱E轟函

:::;,;J: 
‘..惜

． 、．・．・‘・．．j’ ， , 

W明

韓
国も
残っ
てい
る

。日
本や 、

N
I
E
S

と
他
の
諸

国と
の

経済

多様かつ不安定なアジア「共通の家」作りに貢献を　週刊東洋経済-1991.04.06



格
差

は西
欧・
東
欧
間
以
上

に
大

き
い。「
アジ
ア
集
団
安
全
保
障
構

想」
「
アジ
ア
共
通
の
家」

とい
っ

た
構想

をす
ぐ

に
実
現で
き
る
状

況
に
はな
い。

南
北
朝
鮮、
中
国と
台

湾
と
い

う
「
分
断
国
家」
の
問
題 、
モ
ン

ゴ
ル
民
族や 、
少
数
民
族
の
分
断

も
未
解
決で
あ
り 、
共
通
の
対話

の
基
礎が
で
き

に
くい

状
況
が

依

然と
し
て
存
在

し
て
い
る。

最
近マ
レ
ーシ

ア
のマ
ハ
ティ

ール
首相が 、
東アジ
ア

経済
グ

ル
ープ

（
E
A
E
G）
構
想

を
提

唱
し、

日
本

に
も
協
力

を
求め
て

き
た
が 、
い
ざ
具
体
化

し
よ
う

と

す
れ
ば 、
台

湾
をど

う
す
るか
が

問
題

にな
っ
て

し
ま
う 。

中
園 、
ソ
述 、
韓
国 、
北
朝鮮、

日
本と
い
う
環日
本海

経済
圏
構

想な
ど
も 、
具
体
化

に
は南北
朝

む一
鮮
問
題
が
大
きな
障
害

とな
る。

抗一
欧
州
の
脱
冷
戦・
脱
社
会
主
義

JV』一界一
と
い
う
動き

は、
す
ぐ

に
アジ
ア

州一
に
直
結

し
てこな
い。
ま
さ

にこ

則一
の
点が 、
日
本の
役
割が
重
要な

凶一
理
由で
ある。

ν一
最
近 、
中
国

は米
国

に
対

し
て

則一
かな
り

警
戒的

にな
り 、
中ソ
関

係が
緊密
化

し
てい
る。
日
本が

外
交
的

に
よ
り

積極的
にこ

う
し

た
動き

を
緩
和

し
てい
くこ

と
が

求め
ら
れ
て
い
る
が 、
こ
れ
ま
で

日
本

は、
こ
う

し
た
政
治
的
役割

をほ
と
ん
ど
果
た

し
てこ
な
か
っ

た 。
中ソ

に
対し
て
社
会
主
義ブ

ロ
ッ
ク
が
時
代錯
誤で
あるこ

と

を
説
くこ

と
もし
ていな
い。
中

国
に
対

し
て
び
く
び
く

し
て、
台

湾
の
現
実

を
説
得す
るこ

と
もや

っ
ていな
い。
今
回の

湾
岸
危機

に
際

し
て、
国
連に
参加

し
て
い

な
い
アジ
ア
の
近
隣
諸
国

に日
本

が
手

を
差し
伸べ
る

と
い
うこ

と

もや
っ
て
いな
い。
貿

易面・
金

融
面で

は大
きな
存
在で
ある
香

港
問
題

に
対

し
て
も日
本

はほ
と

ん
ど
何
も

し
ていな
い。

日
本
は
土
台
作
り
を

な
ん
らか
の
形で
「
アジ
ア
共

通
の
家」
が
で
き
る
の

は幻
世紀

にな
る
だ
ろ
う
が 、
そ
の
た
め
の

土
台

を
作る
た
め

に日
本

は努
力

すべ
き
だ 。
日
本
の
国
際
平
和へ

の
買
献

は、

軍事カ
提
供
や
武
器

輸出で
はで

きな
い
こ

と
は明ら

か
だ 。

今後
も
ま
す
ま
す

経済 、

外
交
面で
の
貢
献

を
重
視

し
て
い

か
ざ
る

を
えな
い。
自
衛
隊
機

を

派
遣
す
る
以
前にや
るべ
きこ

と

はた
く
さ
ん
あ
る。

具
体
的

に
は、
第一

に、
経
済

協
力

をさ
ら

に
監
大
す
るこ

と
で

アジ
ア
諸
国
の
格
差
是
正

に
努め

るこ
と
が
大
切
で
あ
る。

第二
に、
政
治・

経済シス
テ

ムの
違い

に
よっ
て
残っ
て
い
る

国
家
間
の
対立

を
改
善
し
てい
く

こ
と
が
必
要
だ 。

対

北朝鮮
関
係で

は、

今後
は

高
度
の
外
交
交
渉が
必
要

にな
る

だ
ろ
う
が 、
北
朝鮮
側

は経
済
困

難な
ど
で 、
対日
関
係の
改
善

を

切
に
必
要と

し
てお
り 、
日
本と

して
は、
で
き
る
限
り「
問
題
児」

北
朝鮮

をアジ
ア
の一
只と

し
て

徐々
に
迎
えるこ

と
が
必
要だ 。

ま
た 、
η
年
の、
今に
も
台湾

が
中
国

に
吸
収さ
れ
るか
の
よ
う

な
前提の
もと
で
作られ
た
日
中

関
係 、
日
台
関
係

を、
根
本
的に

見
直す
必
要が
ある。
台湾
で

は

政
治
改
革が
進み 、

経済
力
も
中

国
をし
のい
でお
り 、
ソ
述 、
北
朝

鮮な
ど

と
も
対
話・
交
流

を
始

め 、
そ
の
国
際
社
会

にお
け
る
盟

要
性

は大
き
く
高まっ
てい
る。

台湾
が
存
在しな
いか
の
よ
うな

アジ
ア
の
国
際
関

係機構と、
現北朝鮮の要人来日b相次いでいる

実と
の
議
離

を埋め
る
た
め
の
努

力
を日
本

はすべ
き
で
ある。

第三
に、
湾
岸
以
後の
世
界

に

お
い
て
アジ
ア
諸
国の
声

を
世
界

に
反
映さ
せ
る
役割

を
果た
すこ

と
だ 。
先
進
国
首
脳
会
識
（サミ

ッ
ト）

に
出
席す
る
際に
も 、
ア

ジ
ア
の
声

を
十
分
吸
収す
る
努
力

を日
本

は怠っ
て
い
る。
日
本だ

け
が
先
進
国ク
ラ
ブ

に
入っ
てい

る
と
い
う
の
で

はな
く 、
アジ
ア

の
声

を
代
表

して
出
席す
る

とい

う
意
識・
努
力
が
必
要だ 。

既
存の、
太
平
洋

経済
協
力
会

議
（P
E
C
C）
や 、
アジ
ア
太

平
洋

経済
協
力
閣
僚
会
議
（A
P

E
C）

は米
国
ゃ 、
オ
ース
トラ

リ
ア
が
入っ
てい
るこ

と
で
や
や

焦
点が
ぼ
け
てい
る
感が
ある。

もっ
と
ア
ジ
ア

に
即

し
た
N
I
E

S 、
A
S
E
AN

に
重
点が
置か

れ
た 、
円
卓
会
議な
ど

を、
アジ

ア
に
即し
た
形でつ
くっ
てい
く

こ
と
が
望ま

しい。

1991. 4. 6 巡flj東洋経済

日
ソ
改
善
の
大
き
な
意
義

ゴ
ルバ
チョ
フ
来日

は、
日ソ

関
係

を
改
善
の
方
向

に
向か
わ
せ

るこ
と
は間
違いな
い。
こ
れ

は、
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ア
ジ
7
の
安
全
保
障
体
制に
とっ

て
根
本
的
な
改
善に
な
る 。

ソ
連
側

は、
アジ
ア・
太
平
洋

地
域の
集
団
安
全
保
障
交
渉 、
軍

縮
問
題 、
非
核
地
帯
の
設
置

を、

経済
強
力 、
領土
問
題
と
ミッ
ク

スし
て
多
面
的
な
形で
交
渉に
臨

んで
く
る
可
能
性が
あ
る 。

ソ
連
と
韓

国、
台湾、
中
国と

の
関
係

は、
既に
そ
れ
ぞ
れ
のレ

ペ
ル
で
良く
なっ
て
き
てお
り 、

日ソ
関
係
改
善
が
ア
ジ
アに
軍
事

的
脅
威

をもた
ら
すこ
と

はあ
り

え
ない。
ソ
連

は、
前
年
のゴ
ル

バ
チョ
フ
の
ウ
ラ
ジ
オ
スト
ク
演

説
以
来 、
環
太
平
洋
地
域に
対し

て
積極
的に
接
近

を図っ
て
き
て

い
る 。
日ソ
関
係の
打
開

は、
ソ

連に
とっ
て
も
さ
し
迫っ
た
問
題

で
あ
り 、
徐々
に
ア
ジ
ア
の
安
全

保
障体
制が
整
う
環
境が
で
き
て

い
く
だ
ろ
う 。

日
本が
領土
問
題に
こ
だ
わ
ら

ずに 、
ソ
連
内
政
の
安
定
的な
改

革
を支
援し
てい
く

役割
は重
要

だ 。
日
本

は、
ゴ
ルバ
チョ
フ
来

日
を、
アジ
ア 、
そ
し
て
世
界の

平
和
の
た
め
に
貢
献

を
行える

国

家に
脱
皮す
る
契
機と
すべ
き
で

ある 。

（
談）

環
境
の
限
界
は
も
は
や
明
白

経
済
成
長
率
は
ほ
ど
ほ
ど
に

大
来
佐
武
郎

1
9
5
0

年に
は二
五
億
人
だ

っ
た
世
界
人口

は、
2
0
0
0

年

に
は六二
億
人 、
幻
世
紀
後
半に

は一
O
O
億
人に
達
す
る
見
込み

で
ある 。「
地
球

は無
限
大
の
入れ

物だ」
と
思われ
て
い
た
が 、
実

はそ
う
で

はない
こ
と
が 、
い
ま

や
誰
の
自に
も
明
らか
に
なっ
て

き
た 。わ

が
国
の
提
案で
設
け
られ
た

「
国
連・
環
境と
開
発に
関
す
る

世
界
委
員会
（プ
ル
ン
ト
ラン
ト 内外政策研究会会畏

続
可
能な
開
発」
と
い
う
考え
方

は各
国
の
政
治
家に
も
非
常に
大

き
く
アピ
ール
し 、
い
わ
ゆ
る
プ

ル
ン
ト
ラ
ン
ト・
レ
ポ
ー
ト

は非

常に
広く
読まれ
た 。

回
年
のトロ
ン
ト・

サ
ミッ
ト

（
先
進

国
首
脳
会
議）
の

経済
宣
言

で
は、

こ
のレ
ポ
ー
ト

を
支
持
す

る
と
い
う
内
容

を含
め
て
環
境
問

題に
関
す
る
記
述

は三
項
目だっ

た
が 、
的
年
の
アル
シュ・
サ
ミ

ッ
トで

は、
環
境
問
題へ
の
記
述

首
脳
が
い
か
に
環
境
問
題に
関
心

を
高め
て
き
た
か
が
分か
る 。

米
国
も 、
レ
ー

ガ
ン
政
権の
時

代に
はほ

と
ん
ど
環
境
問
題に

は

関
心

を示
さ
なかっ
た
が 、
プッ

シュ
政
権

は大
統
領
選
挙
の
と
き

か
ら
環
境
問
題

を取
り

上
げ
た 。

的
年に

は、
イ
ギ
リ
スのサツ

チャ
l

首相に
し
て
も 、
フ
ラ
ン

スのミッ
テ
ラ
ン
大
統
領に
し
て

も 、
競っ
て
地
球
環
境
問
題に
関

す
る
会
議

を主
催
す
る
こ
とに
な

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
球
環
境
問
題

は、
先
進

国に
そ
の
大
半の
責
任

が
あるこ
と

は世
界
的に
認め
ら

れ
てい
る 。
今
後

は、
問
題
解
決

の
た
め
に

は、
先
進
国で
集め
た

資金で
途上

国の
環
境保
全
の
取

り
組み

を
支
援
す
る
こ
と
がま
す

ま
す
必
要
と
なっ
て
く
る
だ
ろ

う 。
こ
う
し
た
資
金
援助こ
そ
日

本が
貢
献
すべ
き
分
野だ 。

日
本

は、
軍事
面で

は国
際
貢

献に
限
界が
ある 。
世
界に
貫
献

す
る
や
り
方
と
し
て

は、
地
球
環

境
を
守る
面で
世
界最大
の
貢
献

す
る
こ
と
が
望ま
しい。
すで
に

O
D
A
（
政
府
開
発
援助）
が
世

界一
に
なっ
て

はい
る
が 、
O
D

A
を、
自
発
的に 、
約三
倍の三

O
O
億
J 、
G
N
P
（
国民
総
生

産）
の一
%く
らい
に
で
き
ない

だ
ろ
うか 。

湾
岸
戦
争に
九
O
億
J
も
出せ

る
の
だか
ら 、
せ
め
て、
こ
の
程

度の
資金

を途上
国に
供
給し 、

しか
も
「
そ
の
う
ち
の
相
当
部
分

を地
球
環
境の
保
全
の
た
め
に
使

い
ま
す」
と
なれ
ば 、
特に
途上
国

の
間で 、
大い
に
日
本の
イメ
l

ニ
シ
ア
チ
プ

をと
り 、
同年9
月

に
各

国か
ら
地
球
温暖
化 、
熱
帯

雨
林 、
公
害
問
題
な
ど
の
専
門家

を
集
め
て
「
地
球
環
境保
全に
関

す
る
東
京
会
議」

を主
催し
た 。

プル
ン
ト
ラン
ト・
レ
ポ
ー
ト

も
提
案し
てい
る
が 、
国
連に 、

安
全
保
障
理
事会
と並ぶ 、
環
境

問
題に
関
す
る
理
事会

を
作るべ

き
だ 、
と
す
る
主
張が
最近 、
世

界の
あ
ちこ
ち
で
聞か
れ
る
よう

に
なっ
てい
る 。
こ
うし
た
考え

方
は、

今後 、
地
球
環
境
問
題が

深
刻
化す
る
と
と
もに 、
世
界
的

な
世
論
の
高ま
りに
よっ
て
実
現

し
て
い
く
だ
ろ
う 。

日
本
の
国
際
貢
献
と
は

「
熱
帯林の
伐採

をや
め
れ
ば 、

わ
が
国に

は年三
O
憶Jの
損
失

に
な
る 。
人
類のた
めに
い
ま
森

林保
全が
必
要とい
う
な
ら 、
そ

の
た
め
のコ
スト

を先
進

国も
分

担すべ
き
だ」
と
イン
ド
ネ
シ
ア

の
環
境
庁
長
官が
主
張し
てい
る

が 、
もっ
と
も
なこ
と
だ 。
結
局

は

先
進

国
は、

こ
う
し
たコ
スト

を

払わ
ざ
る

をえ
ない
だ
ろ
う 。
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